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○新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

○皆様、どのような年末年始を過ごされたでしょうか。１年の大きな節目の時に、ご家族お揃いで気持ちも 

新たに新年を迎えられたことと推察いたします。 

○今年は「卯年」です。卯（うさぎ）は穏やかで温厚な性質であることから「家内安全」

また、跳躍する姿から「飛躍」「向上」を象徴するものとして親しまれてきました。他

にも「植物の成長」という意味もあり、新しいことに挑戦するのに最適な年と言われて

いるそうです。 

○さて、３学期の始業式もクロームブックのMeet機能を活用して行いました。まずは、休み明け恒例の「い

けだの冬休み」とクロームブックの持ち帰りについての反省を、アンケート機能を使って行いました。回

答もいつものように「よくできた・できた・もうすこし」の３段階です。全校の結果は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

○今回素晴らしかったのは、「命を大切にしましょう」と「クロームブックを正しく使いましょう」に「も

うすこし」と回答した子が１人もいなかったことです。これは大きな成果です。各ご家庭のご協力により

充実した冬休みだった様子が伺えます。ありがとうございました。（一人一人がどのような回答をしたの

かは、いつものようにお子さんに聞いてみてください！） 

○続けて、５１日間（６年生は５０日）という短い３学期だからこそ、１日１日を大切に過ごしてほしいこ

と、そのために大事にしてほしいこととして、今年も【思いやり算】の話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

○さらに「あいさつ」について、２学期末の終業式と同様、児童会長の松木蘭実さんから全校児童に向けて

呼びかけをしてもらいました。２学期末に行った児童会の「あいさつアンケート」結果に基づいて、今学

期の「あいさつ」についてさらなるパワーアップを目指していきます。楽しみです！ 

○その後、１年生、２年生、６年生、かわせみ、こぶしの代表のお友達が３学期の抱負を発表してくれまし

た。５人とも、目標をもってしっかり過ごしていこうという強い気持ちが前面に表れていました。 

○さあ、３学期が始まって１週間が経ちました。１月は「行く月」２月は「逃げる月」３月は「去る月」と

言われているように、本当にあっという間に過ぎてしまいます。しかし、どの学年も卒業、進級と次の学

年に繋げていく大事な要素がたくさん詰まっている学期でもあります。子どもたちにとって、心に深く刻

まれる価値ある経験や、体験を積み重ねながら、この学年でかけがえのない思い出を創り上げていってほ

しいと願っています。そのためにも、私たち教職員一同気持ちも新たに頑張っていきます。保護者の皆様

地域の皆様には、旧年にも増してご理解とご支援を賜りますよう改めてお願いを申し上げます。 

＊かしこく なかよく げんきよく＊ 

＊あいさつ へんじ  

せいりせいとん そとあそび＊ 
～友情の輪を広げよう みんな輝く池田小～ 

「い」命を大切にしましょう →  よくできた 94.5% 

「け」計画的に過ごしましょう → よくできた 63.1%（できた 28.8%） 

「だ」楽しく過ごしましょう →  よくできた 89.9% 

クロームブックを正しく使いましょう → よくできた 91.6% 

【思いやり算】とは … 人を笑顔にする算数のこと 

  ＋ → たすけ合うと、大きな力になります。 

  － → ひき受けると、喜びが生まれます。 

  × → 声をかけると、一つになれます。 

  ÷ → いたわると、笑顔がかえってきます。 

嬉しいことに、私が使ったパネ

ルをコピーしたり写したりし

て、教室に掲示してくれている

クラスがいくつもあります！ 



先週末は各地で小正月の行事が行われたようです。私の地区でも毎年恒例の「どんど

焼き」が行われました。池田地区では７日（土）に既に行われましたね。私のところで

は池田のように「地区」全体ではなく、自治会が行っている行事なので、広い校庭で大

規模に…というわけにはいきませんが、例の「チビッコ広場」には役員さんを始め、近

隣の住民の方々や子どもたちが大勢集まってきます。この煙を浴びると無病息災で 1年

を過ごすことができる、書き初めを火に入れて高く上がれば上がるほど上達する、この

火で焼いたお団子を食べると風邪をひかない…等々様々な言い伝えがあります。コロナ

禍なのでお団子を焼いたり御神酒や甘酒を振る舞ったりはここ３年できませんが、それ

でもこうして昔からの行事をつなげていくことは大切にしなければなりませんね。 

この時期は本当に厳しい寒さが続きます。子どもたちを始め、保護者の皆様、地域の

皆様もこの１年どうぞ健康・安全に過ごせますように、くれぐれもご自愛ください。 

 

 

 

○ネット・ゲームへの依存や低年齢化が進行しています。この時代、スマホやゲーム機器等は生活になくて

はならない物の一つになっています。上手に使うと、私たちの生活を豊かにしてくれるとても優秀な道具

です。しかし一歩間違えると、様々なトラブルを引き起こす基になってしまいます。しかも、はっきりと

表に出てくることが少ないので、問題は複雑化し、解決にはとても時間がかかってしまいます。 

○インターネットは、回線さえあれば世界中の人といつでもどこでも繋がることができるのでとても便利な

機能です。接続できる道具としては、パソコン、スマートフォン、携帯電話、ゲーム機、タブレット、家

電、カーナビ等々が上げられます。 

○しかし、使い方によっては次のようなトラブルが   ○そして、使い続けることによっていわゆる「依 

起こる可能性があります。              存症」が問題になってきます。 

 

○もちろんどこのご家庭でも使い方のルールを決めて

それに基づいて子どもたちに使用させていると思い

ます。大事なことはそれを徹底させることです。 

（右に一例を挙げました。参考にしてみて下さい。） 

○学校では、クロームブックを使用する際には、使い

方と併せて「情報モラル教育」も行っています。 

 ご家庭でも、ぜひお子さんのゲームの様子、スマホ

の使用の様子等々注視していただき、トラブルに巻

き込まれることのないようにしてください。大切な

子どもたちを守っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ホームページにも掲載しております。是非ご覧ください。 

 

  
            

                    

                

         

           

                  

               

            

                     

              

       
     

       

       
       
     

       
        
        

        
       
     

                 
  

     

            
              
           
                      
                     
                      
                     
          
                      
   
                         
                   

  

    


